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事故に隠された認知症

Fig.1

法医神経病理学
forensic neuropathology

IATSS
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Fig.2

Fig.1 佐賀大学医学部の法医解剖数
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Fig.2 認知症の病理診断（アルツハイマー病）

生前の症状＋大脳新皮質の所見 

アルツハイマー病患者の 
大脳新皮質 

老人斑 

神経原繊維変化 
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Table 1

Table 2

Table 3

認知症から熱中症へ

Fig.3

Table 1 高齢者の家庭内死亡125例での認知症性疾患の有無
（佐賀大学法医学教室、平成12～16年）

１４例認知症性疾患あり

１０例アルツハイマー病

２例多発性脳梗塞

２例皮質基底核変性症

１例認知症性疾患の有無不明

１１０例認知症性疾患なし

Table 2 高齢者の家庭内死亡125例での認知症と
死因との関係

その他他殺自殺事故死病死

０１０１３０認知症あり

３５１７５６３０認知症なし

３６１７６９３０合計

Table 3 高齢者の家庭内死亡125例での認知症と飲酒と
の関係

事故死以外５６例事故死６９例

飲酒なし飲酒あり飲酒なし飲酒あり

１０１３０認知症あり

４９６４０１６認知症なし
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Fig.4

頭部外傷におけるオートプシー・イメージング

Fig.3 びまん性タウ陽性神経細胞

タウ蛋白が微小管を安定化 

タウ蛋白のリン酸化 

微小管の構造変化 

神経原繊維変化 

細胞：45℃・60分でタウが凝集 
Bondareff, et al. J Neurosci Res, 1998

ヒト：高温でタウの変性とリン酸化 
Kibayashi, et al. Int J Legal Med, 2003

ラット：42℃・45-60分でタウがリン酸化 
Papasozomenos, et al. Proc Natl Acad Sci 
USA, 1991

Fig.4 高温環境とアルツハイマー病
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Fig.5

Fig.6

Fig.6

Fig.5 頭部外傷－頭蓋内出血

頭蓋骨骨折 

硬膜外血腫 

頭皮 

左大脳半球 右大脳半球 

硬膜 硬膜下血腫 

硬膜出血 

頭部の前額断 

局所性脳損傷での神経細胞死 びまん性脳損傷での軸索損傷 

Fig.6 頭部外傷－脳損傷（脳挫傷）
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頭部外傷に使われる実験モデル

Fig.7

シナプトフィジンは頭部外傷で変化する

Fig.7 頭部外傷（脳挫傷）の実験モデル

fluid percussion device pneumatic impact device
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Table 4

Table 4 佐賀大学医学部社会医学講座法医学分
野の研究課題

1.認知症性高齢者の事故発生要因の分析
2.頭部外傷による脳内病態の解析
3.熱中症による脳内病態の解析
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居眠り運転事故のなかにSASが隠れている

睡眠時無呼吸症候群スクリーニング
検査システムの普及による交通安全
への取り組み
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Fig.1

知らずに罹患している場合がきわめて多い

Fig.1 病的な眠気の程度を調べる自己判断テスト

Ｅｐｗｏｒｔｈの眠気テスト（Ｅｐｗｏｒｔｈ Ｓｌｅｅｐｉｎｅｓｓ Ｓｃａｌｅ）
点数

次のような状況のとき、うとうとしますか い
つ
も

よ

く

時

々

し
な
い

３２１０１．座って読書しているとき

３２１０２．テレビをみているとき

３２１０
３．他の人もいる公共の場所で動かないで座って
いるとき（会議に出席したり、映画館にいると
きなど）

３２１０
４．他の人が運転する車に乗せてもらって、１時
間くらい休憩なしでずっと乗っているとき

３２１０
５．事情が許せば、午後に休息をとるために横に
なっているとき

３２１０６．座って人とおしゃべりしているとき

３２１０
７．お昼ごはん（アルコールは飲んでいないとし
て）の後に、静かに座っているとき

３２１０
８．車を運転中に、渋滞や信号待ちなどのために
数分間止まっているとき

【判定】合計点が１１点以上＝病的眠気



Ｏｃｔ.，２００６ＩＡＴＳＳ　Ｒｅｖｉｅｗ　Ｖｏｌ．３１，Ｎｏ．３ （　）８３

　 ２６３

いろいろな検査で、睡眠状況を細かくチェック



Fig.2

Fig.3

Fig.4

国際交通安全学会誌　Ｖｏｌ．３１，Ｎｏ．３ 平成１８年１０月（　）８４

　２６４

Fig.2 睡眠ポリグラフ上で記録された無呼吸イベント
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高リスク群を中心に予防につとめるべき

Fig.3 パルスオキシメトリの施行例 Fig.4 パルスオキシメトリ結果の例（8時間記録）
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Fig.5

Fig.6
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Fig.5 トラック運転者の睡眠呼吸障害
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Fig.6 肥満度別にみたODIの分布



Fig.7

Fig.8

Fig.9

Fig.7

Fig.10

弥生人型（北方系）縄文人型（南方系）
小さく後退大きく前方下顎と位置
狭い広い鼻腔や口腔スペース

なりやすいなりにくい体重増加でSAS

Fig.8 縄文人型と弥生人型の相違
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体型：BMI=21.9　身長：172cm　体重：65kg 
特長：顎が小さく、口腔スペースが狭い 

Fig.7 見過ごされがちな潜在SAS患者層①

［必ずしも肥満体型でない人］ BMIが21.9（標準範囲）と
肥満型でない人でも、「顎が小さい」、または「口腔スペース
が狭い」など、顎や喉の形により、SASを患う可能性がある

注）*：年齢、喫煙状況、BMIで調整ずみ。**：年齢、喫煙状況で調

整ずみ。

出典）Tanigawa T.et al. JAMA, 2004。

Fig.9 見過ごされがちな潜在SAS患者層②

［飲酒量の多い人］
・飲酒量とSDBとの関連性は明らかになっており、飲酒量の
多い人はSDBを患う可能性が高い
・やせている人では、飲酒の影響が明らかである

BMIレベル別にみる飲酒量とSDBの関連（3%ODI≧5のodds比） 
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眠気を疲れと勘違いする例も多い

Fig.11

Fig.10 SAS患者のパルスオキシメトリの検査結果－飲酒時
と非飲酒時の比較

非飲酒時（3％ODI：16） 飲酒時（3％ODI：31） 
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SASは治療で必ず改善できる

Fig.11 重症SDBを有するトラック運転者のパルスオキシメ
トリ検査結果（本人は自覚的眠気はないと回答）

35歳男性　身長：170cm 体重：99kg BMI：34.3
血圧：128/76 3%ODI：75.87回/時間　ESS：1
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Fig.12

ı@

Fig.12 フローセンサ法によるSASスクリーニング


